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〜学校を核とした地域づくりをめざして〜 
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Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ                                   

■はじめに 

 橋本市では、「協働によるまちづくり」の取組を推進しています。 

 教育分野においてはこれまでも、学校運営協議会を核とし、伝統ある共育コミュニテ

ィの仕組みを活かして、社会総がかりで子どもたちの学びや育ちを見守り、ESD（持続

可能な開発のための教育）を通して「持続可能な社会の創り手の育成」に取り組んでき

ました。 

 このハンドブックは、共育コミュニティ単位における、 

「共育コミュニティをもっと活性化させたい」 

「学校の授業で、地域にこんな人いれば助かるのに」 

「コーディネーターって何をすればいいのかな」 

「そもそも共育コミュニティって何」 

という様々な関係者の希望や悩みについて、前向きな課題解決を支援するための参考資

料としてまとめたものです。 

 共育コミュニティをより充実させるためにご活用ください。 

 

 

Ｃｏｎｔｅｎｔｓ                                   

■目次 

 共育コミュニティ                      ▶▶▶ Ｐ． ２ 

 共育コーディネーター                    ▶▶▶ Ｐ． ３ 

 ボランティア募集                      ▶▶▶ Ｐ． ５ 

 情報発信                          ▶▶▶ Ｐ． ５ 

 参考資料                          ▶▶▶ Ｐ． ５ 
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共育コミュニティ                                   

■共育コミュニティとは？ 

 

 

 

 

■共育コミュニティ４つの柱 

 

 

 

 

 

 

 

 

■共育コミュニティ本部の変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 令和元年度からは、全小中学校に学校運営協議会が設置され、コミュニテ

ィ・スクールとなっており、学校運営協議会と共育コミュニティとの一体

的推進を目指しています。【参考：ＣＳハンドブック（市教委発行）】 

 

■共育コミュニティ本部のメンバーや会議はどうなっていますか？ 

 

 

 

 

 

平成20年度～

市共育コミュニ
ティ推進本部

高野口地域

平成21年度～

学文路・清水
地域

平成23年度～

市共育コミュニ
ティ推進協議

会

平成26年度～

紀見東中学校区

平成28年度～

隅田中学校区

平成30年度～

紀見北中学校区

山田地域

橋本地域

 学校・家庭・地域が一体となって、子どもの豊かな育ちや学びを支える中で、子供

も大人も共に育ち育てあい、人と人とのつながりをより深め、暮らしやすく活力のあ

る地域づくりを目指すものです。 

① 子どもたちも地域の一員として、活動を通して地域社会へ参画の意識を高める。 

② 地域の子どもを地域で育てるという当事者意識をもち、子どもたちの成長を見守

り、支える。 

③ 『地域とともにある学校』として、地域と協働し豊かな教育活動を進める。 

④ 幅広い年代に活動の場を作り、地域社会の交流や活性化につなげる。 

平成 23 年度に「市共育コミュニティ推進本部」から

「市共育コミュニティ推進協議会」に変更 

共育コミュニティ本部は、地区公民館単位等を基盤に順次設置 

 地域の方、学校関係、共育コーディネーター、地区公民館関係、教育委員会関係等

で、定期的に会議を開催し、地域と学校が協働する活動や情報交換を行っています。

また、学校運営協議会との一体的推進に向け、拡大学校運営協議会（中学校区）との

連携も検討しています。 
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■共育コミュニティの具体的な活動って？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■共育コミュニティの成果とは？ 

 

 

 

 

共育コーディネーター                                   

■共育コーディネーターとは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 学校図書館ボランティア（図書館開放、図書の分類・整理、図書環境の整備、

読み聞かせ等） 

 ○ 学校支援（家庭科の裁縫・ミシン・調理実習支援、水泳の見守り、あいさつ運

動、総合的な学習の時間におけるまち探検・校区探検等の児童見守り、クラブ

活動・部活動支援等） 

 ○ ゲストティーチャー（点字・手話講習、藍染め体験、米作り、へら竿作り等） 

 ○ 各共育コミュニティでの特色ある取組（地域清掃、共育ミニ集会等） 

•地域全体で子どもの育ちを考
える機会になる

•地域の人とのつながりにより、
安心した子育てにつながる

•社会参画の場が広がり、生
きがいづくりにつながる

•人と人のつながりが深まり、
地域が元気になる

•地域の支援により、教育活
動が豊かになる

•地域との距離が近くなる

•園学校間で、連携が密にな
る

•様々な体験を通して、学びの
意欲が向上

•地域の見守られていることを
実感し、自己肯定感が増す

子ども 学校

家庭地域

 ○ 地域と園・学校の要望やニーズを把握し、結びつけるとともに、その願いを実

現する取組、活動を創りあげていくために、両者の間に立って調整する人のこ

とを共育コーディネーター（地域学校協働活動推進員）と呼んでいます。 

 ○ 共育コーディネーターには、地域と学校の実情をよく知り、両者の願いや要望

を情報共有した上で、「企画・立案」「関係者（地域、園・学校）の連絡調整」

「ボランティア募集」「地域住民への情報提供」「共育コミュニティ本部の事

務」等の役割があります。 
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■共育コーディネーターの心得 5か条 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■共育コーディネーターの主な活動内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    共育ミニ集会（隅田中学校区）           議論の見える化 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

    共育コーディネーター会議      わいわいマルシェ（学文路・清水地域） 

 ① 学校での活動で知りえた公的・個人的な情報を他人に知らせたり、又は不当な

目的に使用することは禁止されています。共育コーディネーターを退いた後も

同様です。（守秘義務） 

 ② 子どもの前で学校や先生の批判をしてはいけません。子どもへの体罰や差別な

ども禁止です。また、政治や宗教、営利目的の活動をしてはいけません。 

 ③ 子どものことで気になることは学校又は教育委員会担当課へ相談・連絡くださ

い。（報告・連絡・相談） 

 ④ 学校では「子どもの安全確保」のために来校者の確認があるので、職員室への

声かけや、必要に応じて記録簿への記入をお願いします。 

 ⑤ 活動をスムーズに進めるために、学校教育目標やスクールプランを把握するこ

とが大切です。学校からのニーズに合った活動につなげられます。 

 ○ 学校及び地域住民、企業・団体・機関などの関係者との連絡・調整 

 ○ ボランティアの募集 

 ○ 学校や地域の要望及び実情に応じた活動の企画・立案、広報、その他庶務 

 ○ 共育コーディネーター会議への出席（月１回） 

 ○ 各共育コミュニティ定例会議への出席（役員会議、本部会議等） 

 ○ 学校運営協議会で熟議されたことを、具体的な活動につなげる橋渡し 
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ボランティア募集                                   

   教育委員会担当課、公民館職員、教職員、市職員、他のコーディネーター、ボランテ

ィア経験のある方、ＰＴＡ、自治会、大学生、高校生、地域の各種団体（健全育成会、

老人会、子ども会等）等から紹介いただける場合があります。また、学校や公民館等で、

ポスターやチラシで呼びかける方法もあります。 

 

 ※個人情報の管理について 

  名簿については、各共育コミュニティ本部に所属するものとし、名簿等を作成する場合、

厳重な管理と、本部員全員で個人情報の管理を徹底しましょう。管理に不安がある場合

は、教育委員会担当課にご相談ください。 

 

情報発信                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料                           

※必要なものは、橋本市教育委員会まで連絡ください。 

○共育コミュニティ通信（令和５年９月、１２月、令和６年３月発行） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共育コミュニティだより…共育コミュニティ活動や今後の取組を周知したり、ボラン

ティアさんへの感謝等を伝えるツール 

○ 公民館報への掲載依頼 ⇒公民館との打合せ 

○ 各学校への配布・掲示 ⇒学校との打合せ 

○ 市ホームページへの掲載⇒ＰＤＦ形式で教育委員会担当課へメール送信 

              もしくは紙媒体を教育委員会担当課へ提出 

              Mail：syougai@city.hashimoto.lg.jp 
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○ＣＳの運営に関するチェックシート 

 

ＣＳ（コミュニティ・スクール）とは、学校運営協議会を設置した学校のことを言います。 

 

 

 ○ＰＤＣＡイメージ（例） 
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○共育コミュニティ・学校運営協議会のイメージ図・マネジメント図 

  

 

○社会に開かれた教育課程の実現に向けて（リーフレット） 
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○カリキュラム・マネジメントシート（全学年版） 

 

  

 

○カリキュラム・マネジメントシート（学年別年間カレンダー版） 
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橋本市共育コミュニティ推進協議会設置要綱 

 

 （目的） 

第１条 学校における授業等の学習補助や教員の業務補助などの学校支援、親への学習機

会の提供や相談対応などの家庭教育支援、放課後の子どもの居場所づくり事業、その他家

庭・地域の教育力向上に資する活動等、様々な教育支援活動を円滑･効果的に実施するた

め「橋本市共育コミュニティ推進協議会」（以下、「協議会」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 協議会は、次に掲げる事項を掌握する。 

 (1) 橋本市共育コミュニティの推進に関すること。 

 (2) 市内教育機関および関係団体等との連携・協力及び支援に関すること。 

 (3) その他共育コミュニティに関し必要な事項に関すること。 

 （組織） 

第３条 協議会は行政関係者、学校関係者、社会教育関係者、ＰＴＡ関係者をもって構成す

る。 

２ 協議会は、事業の運営に関する事項を検討する。 

３ 協議会には、委員長１名、副委員長１名を置く。 

４ 委員長は、教育長をもって充てる。 

５ 副委員長１名は、委員長が任命する。 

 （委員長の職務及び職務代理） 

第４条 委員長及び副委員長の職務は、次に掲げるとおりとする。 

 (1) 委員長は、協議会を代表し総括する。 

 (2) 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 （会議） 

第５条 協議会は、委員長が必要に応じて招集する。 

 （運営及び庶務） 

第６条 協議会の運営及び庶務は、生涯学習課において処理する。 

 （補則） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、協議会に関して必要な事項は、委員長が別に定める。 

   付 則 

 この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 

この要綱は、平成３０年４月１日から一部改正し施行する。 
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地域共育コミュニティ本部設置要綱 

 

 （目的） 

第１条 地域共育コミュニティ（以下、「共育コミュニティ」という。）の形成を図るた

め、地域共育コミュニティ本部（以下、「本部」という。）を設置する。 

 （本部の名称） 

第２条 本部の名称は、別表１のとおりとする。 

 （所掌事務） 

第３条 本部は、次に掲げる事項を掌握する。 

 (1) 共育コミュニティの推進に関すること。 

 (2) 各地域内の自治会や関係機関・関係団体等との連携・協力に関すること。 

 (3) その他共育コミュニティに関し必要な事項に関すること。 

 （組織） 

第４条 本部に本部長、副本部長及び本部員を置く。 

２ 本部長と副本部長は、本部員の互選により決定する。 

３ 本部長は、必要があると認めるときは、その他の職及び本部員を追加して指名するこ

とができる。 

 （本部長の職務及び職務代理） 

第５条 本部長及び副本部長の職務は、次に掲げるとおりとする。 

 (1) 本部長は、本部を代表し総括する。 

 (2) 副本部長は、本部長を補佐し、本部長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 本部会議は、本部長が必要に応じて招集する。 

 （運営及び庶務） 

第７条 本部の運営及び庶務は、地域本部において協議し決定したところにおいて処理す

る。 

 （補則） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、本部に関して必要な事項は、本部長が別に定める。 

   付 則 

 この要綱は、平成２０年７月１日から施行する。  

 この要綱は、平成２１年４月１日から一部改正し施行する。 

この要綱は、平成３０年４月１日から一部改正し施行する。 

別表１（第２条関係） 

名称 

高野口地域共育コミュニティ本部 

学文路・清水地域共育コミュニティ本部 

紀見東中学校区共育コミュニティ本部 

隅田中学校区共育コミュニティ本部 

橋本地域共育コミュニティ本部 

山田地域共育コミュニティ本部 

紀見北中学校区共育コミュニティ本部 
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橋本市地域学校協働活動推進員設置要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、社会教育法第九条の七第一項に基づき橋本市教育委員会（以下、「教

育委員会」という）が委嘱する地域学校協働活動推進員（以下「推進員」という）に関し、

必要な事項を定めるものとする。 

（設置） 

第２条 教育委員会は、各地域共育コミュニティ本部に推進員を置くことができる。 

（委嘱） 

第３条 推進員は橋本市の共育コミュニティの推進について、熱意と識見を有するものの

うちから、教育委員会が委嘱する。 

（委嘱期間） 

第４条 推進員の委嘱期間は、委嘱を受けた日からその日が属する年度の末日までとする。

ただし、再任は妨げない。 

（解職） 

第５条 教育委員会は、推進員が次の各号のいずれかに該当すると認めた場合は、任期の

満了前であっても委嘱を解くものとする。 

（１）心身の故障のため職務の遂行に支障があり、又はこれに堪えないと認められる場合 

（２）その他推進員としてふさわしくない行為を行ったと認められる場合 

（活動内容） 

第６条 推進員の活動内容は、次のとおりとする。 

（１） 学校及び地域住民、企業・団体・機関等の関係者との連絡及び調整に関すること 

（２） 地域ボランティアの募集及び確保に関すること 

（３） 学校や地域の要望及び実情に応じた共育コミュニティ活動の企画、立案、成果の

普及及び広報、その他活動に係る庶務に関すること 

（４） 前各号に掲げる内容のほか、教育委員会または各地域共育コミュニティ本部が必

要と認めること 

（活動状況の管理及び活動記録の作成） 

第７条 推進員は、出勤簿及び活動日誌等を教育委員会に提出し、活動状況を報告しなけ

ればならない。 

（謝金等） 

第８条 推進員の謝金等は、別途定める。 

（服務） 

第９条 推進員は、次の各号に掲げる事項を遵守し、誠実かつ公正に職務を遂行しなけれ

ばならない。 

（１）法令及びこの要綱等に従い、かつ、教育委員会の指揮監督を受け、服務上の命令に

従 

わなければならない。 

（２）その職の信用を傷つけ、又は職員の職全体の不名誉となるような行為をしてはなら

な 

い。 

（３）その職務上の地位を特定の目的のために利用してはならない。 

（秘密の保持） 

第 10条 推進員は、活動上知りえた個人情報を他人に知らせ、又は不当な目的に使用して

はならない。推進員を退いた後も同様とする。 
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（その他） 

第 11条 この要綱に定めるもののほか、推進員に関し必要な事項は、別に教育委員会が定

める。 

付  則 

この要綱は、平成 30年 4月 1日から施行する。 


